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第4章 開発成果 

 

 建築分野、電気分野ともに、それぞれの実技教科書である木造建築実技教科書、電気工事

実技教科書を基にして、対象とした作業の手順、要点、安全が把握できる教材として、ま

た、技能のカンやコツの見える化によって効果的な技能習得を目指す教材として、内容を確

認、整理した後に動画の撮影、編集等を行い、動画コンテンツを作成し、デジタル教材化を

図った。 

 作成したデジタル教材は、試行として実習で使用し、調査票及び確認テストによる検証を

行っている。 

 各分野の令和 5年度及び令和 6年度の開発成果を以下に示す。 

 

第1節 建築分野開発成果 

木造建築実技教科書にある 77 の作業項目から、技能のカン・コツを見える化した動画教材

の作成として鋸挽き作業など建築大工の基本作業を中心とした 15 作業、また、作業の要点、

作業の手順、作業の安全のポイントが把握できる動画教材作成は 42 作業を対象とした。 

令和 5 年度、令和 6 年度は作業項目の中から、手順や要点等が把握できる動画教材につい

て、No.3 のこびき(1) 角材の横引き、No.4 のこびき(2) 角材の縦引き、No.6 ほぞ穴堀り、

No.8 のみの研ぎ方(1)裏押し、No.9 のみの研ぎ方(2) 研ぎ方(立ち研ぎ、座り研ぎ)等を作成

した。 

また、技能のカン・コツを見える化した動画教材としては、角材の横引き作業と縦引き作

業、ほぞ穴堀り等の技能要素を含んでいる No.62 平ほぞ差しについて作成した。 

その他に動画撮影済みの作業は、No.10 かんな刃の出し入れ、No.11 かんな削り(1) 薄板の

仕上げ削り、No.12 かんな削り(2) かんなの持ち方と削り動作、No.13 かんな削り(3) 角材の

正角削り、No.14 かんな刃の研ぎ方(1) かんな刃の裏打ちの仕方、No.15 かんな刃の研ぎ方

(2) かんな刃の裏押し、No.16 かんな刃の研ぎ方(3) かんな刃の研ぎ方、No.17 かんな刃の研

ぎ方(4) 裏座の研ぎ方と合わせ方、No.18 かんな台の手入れ(1) かんな台下端削り、No.26 墨

付け用具の使い方(1) 墨つぼと墨さしの手入れ、No.27 墨付け用具の使い方(2) 心墨の打ち

方、付け方、No.28 心墨の打ち方 曲がった丸太材の心墨の打ち方、No.45 こしかけあり継手

(1)、No.46 こしかけあり継手(2)、No.47 こしかけかま継手(1)、No.48 こしかけかま継手(2)、

No.49 追かけ大栓継手、No.54 大入れありかけ等である。 

さらに、技能のカン・コツを見える化した動画教材ためにモーションキャプチャーなど技

能データの計測済み作業は、No.3 のこびき(1) 角材の横引き、No.4 のこびき(2) 角材の縦引

き、No.6 ほぞ穴堀り、No.8 のみの研ぎ方(1)裏押し、No.9 のみの研ぎ方(2) 研ぎ方(立ち研
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ぎ、座り研ぎ)、No.12 かんな削り(2) かんなの持ち方と削り動作、No.14 かんな刃の研ぎ方

(1) かんな刃の裏打ちの仕方、No.45 こしかけあり継手(1)、No.46 こしかけあり継手(2)、

No.47 こしかけかま継手(1)、No.48 こしかけかま継手(2)、No.54 大入れありかけ等であり、

これらについては、順次教材化を行う計画である。 

表 6に木造建築実技教科書作業項目及びコンテンツ計画リストを示す。 

作成した教材の一部を図10、図11、図12に示す。 

計測データからカンやコツを見える化した動画の一部を図13、図14、図15に示す。 
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表6 木造建築実技教科書作業項目及びコンテンツ計画リスト 
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図10 デジタル教材の一部（建築分野） 
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図11 デジタル教材の一部（建築分野） 
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図12 デジタル教材の一部（建築分野） 
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図13 計測データからカンやコツを見える化した動画の一部（建築分野） 
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図14 計測データからカンやコツを見える化した動画の一部（建築分野） 
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図15 計測データからカンやコツを見える化した動画の一部（建築分野） 
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 デジタル教材による訓練効果の検証のため、実習の前後に調査や確認テストを実施した。 

 事前調査では被検者の技能や知識レベル等を把握した。次に、各自が動画教材を視聴した

後、動画による訓練効果を把握するため確認テスト(1回目)を実施した。1回目の確認テスト

実施後、指導員から実習の説明を行って加工実習を実施した。実習後に再度確認テスト(2)

回目を実施し、作成した教材に関する感想などを把握するための事後調査を行った。 

 図16に事前調査票の一部、図17に調査票結果の一部、図18に配布資料の一部、図19に確認

テストの一部を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16 事前調査票の一部 
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調査対象者における建築大工に関する実技の受講経験と受講場所 

 

 

調査対象者における建築大工に関する資格の有無 

 

 

調査対象者に建築大工に関する実技を指導した者 

 

 

図17 調査票結果の一部 

 

  

1名

23名

0. 学んだことがない

1. 工業高校の授業(実習)

2. 工業高校の技能検定対策

3. 工業高校時に参加した競技会等の対策

4. 総合課程の授業(実習)

5. 総合課程の検定対策

6. 総合課程の時の競技会等の対策

7. 社会人として働いていた時に仕事として

8. 社会人として働いていた時に検定対策として

24名

0. 持っていない

1. 技能検定（建築大工技能士）3級取得

2. 技能検定（建築大工技能士）2級取得

3. 若年者ものづくり競技大会出場経験あり

4. 技能五輪全国大会出場経験あり

5. その他

1名

23名

0. 独学

1. 工業高校の先生

2. 大学校の先生

3. 県の訓練校の先生

4. 大工技能者

5. その他
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図18 配布資料の一部 
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図19 確認テストの一部 
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表7に確認テストの結果の一部を示す。 

 

表7 確認テストの結果の一部 

 

 項目 
1回目 
平均値 

2回目 
平均値 

ほぞ穴掘り 

手順（1問） 4.17 4.17 

道具（1問） 5.00 5.00 

コツ（5問） 3.93 4.04 

安全（2問） 4.50 4.56 

 

 

 なお、確認テスト等については、令和5年度の検証後に修正を行い、令和6年度は修正版に

よる試行実施を行っている。 

 また、検証結果により動画の見直しを行った。 

 図20に事後評価票の一部と回答を示す。 

 

 

図20 事後評価票の一部と回答 
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第2節 電気分野開発成果 

 

電気分野として電気工事実技教科書の中から動画コンテンツ化が望まれる10の作業と工具

の安全な使用法を選定し、合計11の項目について、動画コンテンツ化を進めることとした。

また、特にカン・コツの見える化が望まれるものとして3作業を選定した。表8に作業の動画

化及びカンやコツの見える化するために選定した作業名を示す。 

 

 

表8 電気工事実技教科書作業項目検討結果 

 

No. 作業名 動画教材 
技能の 
見える化 

3.2 被覆のむき取り(1) ナイフによるむき取り ○ ○ 

3.11 器具による電線の接続(1) E形スリーブ ○  

3.20 電線と器具端子の接続 単線(輪づくり) ○  

4.1 絶縁テープ巻‣絶縁キャップ ビニルテープの巻き方 ○  

5.3 ケーブルの接続(1) 外装のはぎ取り ○  

5.15 金属管の切断(1) 金切りのこによる切断 ○ ○ 

5.17 金属管のねじ切り(1) 
リード形ねじ切り器による
ねじ切り 

○  

5.19 金属管の曲げ方(1) パイプベンダによる曲げ方 ○ ○ 

5.34 合成樹脂管の曲げ方(1) S字曲げ ○  

5.35 合成樹脂管の曲げ方(2) 直角曲げ ○  

 使用工具の安全作業  ○  

 

選定した作業項目について、令和5年度及び令和6年度で、デジタル教材を作成した。 

実習の様子を理解しやすいように、角度が異なる複数台のカメラで撮影している。また、

左下には実技教科書に記載されている作業内容を示し、右下には作業のカン・コツや注意点

等を表記した。 

作成した教材の一部を図21、図22、図23に示す。 
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図21 デジタル教材の一部（電気分野） 
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図22 デジタル教材の一部（電気分野） 
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図23 デジタル教材の一部（電気分野） 
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技能の見える化については、No.3.2被覆のむき取り(1)、No.5.15金属管の切断(1)、 

No.5.19金属管の曲げ方(1)について、技能分析スタジオにおいて、モーションキャプチャ

ー、フォースプレート、アイトラッキンググラスを用いてデータ計測を実施し、得られたデ

ータからカンやコツの見える化に関連する項目をデジタルコンテンツとして作成した。 

計測データからカンやコツを見える化した動画の一部を図24に示す。 
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図24 計測データからカンやコツを見える化した動画の一部（電気分野） 
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事前調査、確認テスト、事後調査によりデジタル教材の検証を実施した。 

図25に事前調査票の一部、図26に事前調査票結果の一部、図27に確認テストの一部、表9

に確認テスト結果の一部、図28に事後調査票の一部、図29に事後調査票結果の一部、を示

す。 

検証結果によりデジタル教材の見直しを実施した。 

 

 

 

 

 

図 25 事前調査票の一部 
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電気工事実技の学習時期 

 

 

電気工事に関する資格・経験（複数回答） 

 

 

電気工事実技の指導者 

 

図 26 事前調査票結果の一部  

1名 

19名 

8名 

10名 

6名 

1名 

19名 
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図 27 確認テストの一部 

  



調査研究資料 No.141 

60 

 

 

表 9 確認テスト結果の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 事後評価票の一部 

 

  

 項目 平均値 

鉛筆むき 

道具 2.8 

手順 4.7 

コツ 4.6 
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動画を使った実習で技術を習得したいか 

動画は視聴しやすかったか 

 

動画視聴により実習が理解しやすくなるか 

 

図 29 事後調査票結果の一部 

 

  

41%

47%

6%
6%

1.大いに思った

2.どちらかといえば思った

3.どちらともいえない

4.あまり思わなかった

59%

41%
1.大変視聴しやすかった

2.どちらかといえば視聴

しやすかった

59%

41% 1.大変理解しやすくなる

2.やや理解しやすくなる


